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□日本視覚学会関係

■日本視覚学会 2004年夏季大会のご案内

2004年の夏季大会は下記のように行われます．詳細は本号綴じ込みの案内をご覧ください．

日程： 2004年 7月 21日（水）～ 7月 23日（金）

会場：高知共済会館

本年から，発表・参加の申し込み方法が大幅に変更となります．詳細は案内をご覧ください．

■ ACV2004のご案内

中国で行われる 3rd Asian Conference on Visionに関する案内がウェブサイトに掲載されています．

会は 11月ですが，発表の予備登録（リプライフォーム）が 4月いっぱいのようです．ご注意くださ

い．

URL: http://ultra2.ibp.ac.cn/acv2004/

■日本視覚学会 2004年冬季大会の報告

2003年冬季大会は 1月 26日（月）～ 28日（水）に工学院大学にて開催されました．発表は 105

件（うち特別プログラム 10件），企業の展示が 2件，参加者は 236名でした．ベストプレゼンテー

ション賞は，沈 浩明さん（静岡大学），丸谷和史さん（東京大学）に贈られました．

■幹事会報告

日本視覚学会幹事会が 2004年 1月 26日工学院大学 0312教室で開かれ，以下の項目について審

議および決定されました．出席者は，各幹事，篠森次期大会実行委員長．

1. 2004年夏季大会の準備状況，企画案について（篠森実行委員長）

日時： 2004年 7月 21�23日（水・木・金）

会場：高知共済会館

2. 2004年冬季大会の参加状況について（下野実行委員長）

26日現在で 150名程度．

3. 2005年冬季大会の参加費について

参加費として，一般会員 5,000円，学生会員 2,000円が提案されたが，実行委員長不在のため，

明日の世話人会で審議となった．

4. 2005年夏季大会の実行委員長に桜井研三氏（東北学院大）とした．

5. 2003年度決算案および 2004年度予算案について（近江会計幹事）

2003年度決算案については，学会誌の PDF化による製本印刷費の増額，および夏季大会の赤

字に起因して，当初見込みより大幅な赤字となった．2004年度予算案についても，学会誌編集，

会員業務の外部委託により，大幅な赤字となる見込みである．両方とも幹事会にて承認された．

以上の現状に鑑み，会費の値上げが審議され方針が決定された．

6. 新規監査委員として，畑田豊彦氏（東京工芸大），和氣典二氏（中京大）が挙げられ，了承され
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た．

実質上の副幹事制を設け，世話人のうち，金子氏，岡嶋氏，他 1名は会計事務局，編集局，庶

務幹事の業務の内容を把握する．

7. 学会誌の原著論文数の動向について解説があった（鵜飼編集幹事）．

■世話人会報告

日本視覚学会世話人会が 2004年 1月 27日工学院大学 0312教室で開かれ，新世話人の承認，幹

事会の報告および幹事会での審議事項についての意見交換がなされました．出席者は，佐藤，塩入，

内川，中溝，篠森，鵜飼，森，近江，桜井，坂田，魚森，奥山，蘆田，金子，氏家，西田，岡嶋，

中枝（順不同）各世話人，篠森次期大会実行委員長．新世話人は以下の 9名です．蘆田 宏，篠森

敬三，一川 誠，北岡明佳，北崎允晃，村上郁也，氏家弘裕，栗木一郎，朝倉暢彦各氏．

■総会報告

日本視覚学会総会が 2002年 1月 28日に冬季大会会場において開催されました．2003年度決算お

よび 2004年度予算案について会計幹事から説明があり，審議の後賛成多数で承認されました．その

他，幹事会，世話人会の報告がなされました．

□関連のお知らせ

■防衛大学校応用科学群応用物理学科教官公募について

防衛大学校応用科学群応用物理学科では下記の要領で教官を公募いたします．

1. 採用官職および人数　助教授 1名（防衛庁教官は特別職国家公務員となります）

ただし，担当分野教授定年退官時（平成 17年度末）に，条件により昇任の可能性があります．

2. 所属学科　応用科学群応用物理学科

3. 専門分野　視覚情報工学

（1）特に，色覚，運動知覚，視覚情報処理，バーチャルリアリティーなど視覚を中心とした人

間科学に関する研究を活発に行っている方

（2）理工学基礎科目としての物理学を担当できる方

4. 担当科目　理工学専門基礎科目，応用物理学科の専門科目および理工学研究科物理情報工学分

野の科目

5. 応募資格

（1）博士の学位を有し，研究科前期課程境界科学専攻物理情報工学分野において研究指導がで

きる方

（2）着任時で満 30歳代後半から 50歳代後半までの方

6. 着任時期　平成 16年 10月 1日

7. 応募締切　平成 16年 4月 30日（金曜日）必着

8. 問合せ先　〒239-8686神奈川県横須賀市走水 1–10–20

防衛大学校応用科学群応用物理学科　高瀬正典

E-mail: takasem@nda.ac.jp

Tel: 046-841-3811（内線 2446）
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■ CNS*04計算論的神経科学学会開催のお知らせ

The Annual Computational Neuroscience Meetingが，7月に米国東部 Baltimoreで開催されます．

CNSは今年で 13回目となる学会で，例年二，三百程度の演題が single-track oralと posterで発表さ

れます．神経生物学の計算論にフォーカスした学会で，実験・モデル・理論的アプローチの論文を

集めています．視覚系に関しても例年二つ程度のセッションが開催されます．論文の審査（受理）

基準として，明確な生物学対応が上げられているのが特徴です．この学会は，CNSO（会長： Chris-

tiane Linster（Cornel U））が主催し，今年の Program Chairは Erik DeSchutter（U. Antwerp）が務

めます．審査で高成績だった論文は，Neurocomputing誌に research articleとして掲載される予定

です．詳細については上記 web siteをご覧ください．

（筑波大学　電子・情報工学系　酒井　宏，CNSO, Board of Director）

1. 日時　2004年 7月 18�21日

2. 場所　米国東海岸 Baltimore

3. 参加申込み・問合せ　http://www.neuroinf.org/CNS/

4. 主催　Computational Neuroscience Foundation

□本会への問い合わせは下記までお願いします．

日本視覚学会事務局：

〒 169-0075東京都新宿区高田馬場 3–8–8

（株）国際文献印刷社内

日本視覚学会

電話　03-5389-6278

FAX 03-3368-2822

E-mail: vision-post@bunken.co.jp

《 4月より事務局が移転しました．ご注意願います．》
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2003年収支決算書

大科目 中科目 実績額（単位　円） 備考

【収入の部】

会費収入 年会費収入 2,343,000 一般 397名，学生 119名，

賛助 4口

事業収入 冬季大会 125,664

夏季大会 �360,744

他の収入 広告料他 367,003

当期収入合計 2,474,923

前期繰越収支差額 5,358,415

収入合計 7,833,338

【支出の部】

学会誌関連費 印刷製本費 No. 1–No. 4, 

バックナンバー pdf

VISION印刷代（含別刷り） 2,414,775

ポスター印刷代 96,000

小計 2,510,775

VISON編集費 16,000

編集事務用品，消耗品費 0

小計 16,000

計 2,526,775

郵送費 VISION郵送代 462,840

その他郵便代 110,850

封筒代 0

計 573,690

管理費 アルバイト代等 55,410

諸経費 事務用品費 41,934

広報準備費 0

計 41,934

当期支出合計 3,197,809

当期収支差額 �722,886

次期繰越収支差額 4,635,529
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2004年収支予算書

大科目 中科目 実績額（単位　円） 備考

【収入の部】

会費収入 年会費収入 2,300,000 一般 380名，学生 140名，

賛助 4口

事業収入 冬季大会 200,000

夏季大会 200,000

他の収入 広告料他 300,000

当期収入合計 3,000,000

前期繰越収支差額 4,635,529

収入合計 7,635,529

【支出の部】

学会誌関連費 印刷製本費

VISION印刷代（含別刷り） 2,000,000 No. 1–No. 4

小計 2,000,000

VISON編集費 420,000

編集事務用品，消耗品費 50,000

小計 470,000

計 2,470,000

郵送費 VISION郵送代 300,000

その他郵便代 50,000

封筒代 50,000

計 400,000

管理費 会員業務委託費 650,000

計 650,000

当期支出合計 3,520,000

当期収支差額 �520,000

次期繰越収支差額 4,115,529
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